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Ⅰ．平成 29年度事業報告書 

 

1．事業概況（平成 29年度を振り返って） 

当協会は、我が国科学技術の振興と産業経済の発展に寄与すべく、発明の奨励、青少年

の創造性開発育成、知的財産権制度普及等の公益事業を着実に推進するため、平成 29 年度

においても、皇室より御下賜金を拝受し、全国発明表彰においては恩賜発明賞を、全日本

学生児童発明くふう展においては恩賜記念賞をそれぞれ最も優秀な発明及び作品に贈呈し

た。また、発明奨励振興事業においては、全国発明表彰及び地方発明表彰を実施した。 

さらに青少年創造性開発育成事業においては、数多くの企業・団体からの協賛を得て、全

日本学生児童発明くふう展及び未来の科学の夢絵画展に加えて、愛知県名古屋市において

世界青少年発明くふう展を開催するとともに、全国に展開している少年少女発明クラブ及

び全国少年少女チャレンジ創造コンテストの拡充・強化を図った。 

以下、平成 29年度の事業について報告する。 

 

 

2．総 裁      常 陸 宮 殿 下 

 

 

3．役 員 構 成 （平成 30年 3月 31日現在） 

 

      会 長 1名 （代表理事） 

      副 会 長 6名 （内 1名代表理事） 

      専務理事 1名 （業務執行理事） 

      常務理事 2名 （業務執行理事） 

      理 事    35名 

      監 査 役     2名 

 

      特別顧問     3名 

      顧  問     2名 

      参 与     2名 

      幹  事   149名 

 

 

4．会 員 数 （平成 30年 3月 31日現在） 

 

      434社・名 
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5．会 議 等 

（1）定時総会 

   日 時  平成 29年 6月 12日（月）13：15～14：00 

場 所  ホテルオークラ東京 別館地下２階「アスコットホールⅡ」 

議 事  ＜決議事項＞ 

        第１号議案 平成 28年度事業報告及び決算承認の件 

        第２号議案 理事及び監査役選任の件 

       ＜報告事項＞ 

        平成 29年度事業計画及び同収支予算報告の件 

 

（2）理事会 

  ①日 時  平成 29年 5月 17日（水）12：15～13：20 

場 所  霞山会館「霞山の間」 

   議 題  (1) 平成 28年度事業報告及び決算（案）について 

      (2) 理事及び監査役選任（案）について 

      (3) 定時総会の招集（案）について 

      (4) 幹事の推薦について 

報告事項 (1) 代表理事等の職務執行状況 

      (2) 一般社団法人発明推進協会からの特定寄附受入 

      (3) 平成 28年度における青少年創造性開発育成事業へのご協賛 

      (4) 平成 29年度 公益財団法人ＪＫＡ補助事業 

      (5) 今後の主な行事予定 

 

  ②日 時  平成 29年 6月 12日（月）14：05～14：15 

   場 所  ホテルオークラ東京 別館地下２階「アスコットホールⅢ」 

  議 題  (1) 会長、副会長、専務理事及び常務理事の選定について 

       (2) 代表理事の選定について 

       (3) 幹事の推薦について 

 

  ③ 理事会の省略による決議の方法により、当該議案が議決された。 

議 案  (1) 平成 30年度事業計画・同収支予算（案）の件 

     (2) 未来の科学の夢絵画展・ネット美術館 登録機関追加の件 

決議日があったものと見なされた日  平成 30年 3 月 29 日（木） 

 

 

6．登 記 事 項 

 

役員変更登記  平成 29年 7月 6日（木） 
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7．組織及び職員数 （平成 30年 3月 31日現在） 

 

機構・組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数 20名 
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8．恩賜発明賞・恩賜記念賞の贈呈 

 平成 29 年度全国発明表彰において、独創性に富む極めて優れた発明により我が国科学技

術の振興と産業の発展に大きく貢献した発明者に恩賜発明賞を、また、第 76 回全日本学生

児童発明くふう展において、最も優秀な作品の創作者に恩賜記念賞を贈り、その栄誉をた

たえた。 

○恩賜発明賞 「動体追跡粒子線がん治療装置の発明」 

 藤井 祐介  株式会社日立製作所   梅川  徹  株式会社日立製作所 

 梅澤 真澄  株式会社日立製作所   白𡈽 博樹  北海道大学大学院 

 梅垣 菊男  北海道大学大学院    宮本 直樹  北海道大学病院 

松浦 妙子  北海道大学大学院 

○恩賜記念賞 「車輪形状変形システム」 

松岡  陽  伊達市立伊達小学校 6年 

 

 

9．発明奨励振興事業 

（1）全国発明表彰 

主催  発明協会 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、日本経済団体連合会、日本商工会議所、 

日本弁理士会、朝日新聞社 

 

  平成 29 年度は、46 道府県における発明協会(以下、「地域協会」という。）、企業、関

係団体等からの推薦により、平成 29 年 2 月 1 日（水）から 2 月 27 日（月）にかけて化

学・電気・機械・意匠及び 21 世紀専門部会を経て、平成 29 年 4 月 11 日（火）の選考

委員会において、第 1 表彰区分として恩賜発明賞、内閣総理大臣賞等の特別賞ほか各賞

を、第 2表彰区分として 21世紀発明奨励賞を選考した。 

また、恩賜発明賞、内閣総理大臣賞等特別賞を受賞した法人の代表者に発明実施功績

賞を、21 世紀発明奨励賞を受賞した法人の代表者に 21 世紀発明貢献賞をそれぞれ贈呈

した。 

表彰式は、平成 29年 6 月 12 日（月）ホテルオークラ東京において、総裁常陸宮殿下 

御臨席のもと、野上内閣官房副長官、水落文部科学副大臣、大串経済産業大臣政務官、

小宮特許庁長官をはじめとする来賓や各界から多数の参列者を得て挙行した。 

○第 1表彰区分 

 恩賜発明賞    1件 7名    特別賞      9件 27名 

 発明賞       12件 36名    発明実施功績賞  9件 9名 

○第 2表彰区分 

21世紀発明奨励賞 3件 7名     21世紀発明貢献賞 3件 3名 

○発明奨励功労賞 9名 

 なお、恩賜発明賞の受賞者には畠山一清賞を贈呈し、特別賞及び 21 世紀発明奨励賞受賞

者にはそれぞれ副賞を贈呈した。 
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（2）地方発明表彰 

主催  発明協会 

共催  46道府県発明協会 

後援  文部科学省、特許庁、中小企業庁、各経済産業局、北海道、宮城県、 

    埼玉県、愛知県、奈良県、鳥取県、香川県、鹿児島県、日本弁理士会、 

工業所有権電子情報化センター 

 

 平成 29 年度は、地域協会から多数推薦された中から、平成 29 年 7 月 18 日（火）に開

催した中央選考委員会、8 月下旬から 9 月上旬にかけて各地方で開催した地方選考委員会

において各賞を選考した。 

表彰式は、平成 29 年 10 月下旬から 11 月下旬にかけて以下のとおり挙行し、計 468 件、

1,282名を表彰した。 

 ・北海道地方発明表彰式   10月 26日（木） 北海道旭川市 

 ・東北地方発明表彰式   11月 16日（木） 宮城県仙台市 

 ・関東地方発明表彰式   11月   2日（木） 埼玉県さいたま市 

 ・中部地方発明表彰式    11月 22日（水） 愛知県名古屋市 

 ・近畿地方発明表彰式 11月 22日（水） 奈良県奈良市 

 ・中国地方発明表彰式    10月 27日（金） 鳥取県鳥取市 

 ・四国地方発明表彰式    11月 14日（火） 香川県高松市 

 ・九州地方発明表彰式    11月 10日（金） 鹿児島県鹿児島市 

 

（3）戦後日本のイノベーション 100選 

引き続き、選定された 105件のイノベーションに関する詳細な解説文を順次作成し、 

特設サイトへ掲載した。 
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10．青少年創造性開発育成事業 

（1）第 76回全日本学生児童発明くふう展 

主催  発明協会 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、世界知的所有権機関、日本弁理士会、 

NHK、毎日新聞社、日本科学技術振興財団・科学技術館、全国連合小学校長会、 

全日本中学校長会、全国高等学校長協会、全国工業高等学校長協会 

平成 29 年度は、各地域で開催された発明くふう展等において優秀な成績を収めた作品を

中心に地域協会より推薦された 769 点の作品について、平成 30 年 1 月 11 日（木）に審査

幹事会、1 月 24 日（水）に審査委員会を開催し、恩賜記念賞、内閣総理大臣賞等の特別賞

ほか各賞を選考した。 

展覧会は、平成 30 年 3月 28 日（水）から 3 月 31 日（土）まで、東京・北の丸公園内の

科学技術館イベントホールにおいて開催した。 

表彰式は、平成 30 年 3 月 28 日（水）科学技術館「サイエンスホール」において、総裁

常陸宮殿下御臨席のもと、水落文部科学副大臣、宗像特許庁長官をはじめ来賓多数の参列

を得て挙行した。 

また、同展の開催にあわせて協賛企業等の協力により発明教室等を開催し、多数の児童

生徒がものづくりや科学に親しんだ。 

・第 76回全日本学生児童発明くふう展入賞作品 

○恩賜記念賞 1点 ○特別賞 13点 ○奨励賞 20点 ○入選 121点 

（2）第 39回未来の科学の夢絵画展 

主催  発明協会 

共催  国立科学博物館 

後援  文部科学省、経済産業省、特許庁、日本弁理士会、ＮＨＫ、 

朝日新聞社、朝日小学生新聞、朝日中高生新聞、 

日本美術教育連合、美育文化協会 

平成 29 年度は、全国の小・中学校、幼稚園・保育園及び外国人学校の児童生徒から応募

のあった 9,460 点の作品について、平成 29 年 2 月 17 日（金）に審査委員会を開催し、文

部科学大臣賞等の特別賞ほか各賞を選考した。 

展覧会は、平成 29 年 4月 14 日（金）から 4 月 23 日（日）にかけて東京上野・国立科学

博物館において開催した。 

表彰式は、平成 29 年 4 月 21 日（金）国立科学博物館日本館講堂において、文部科学省

より佐々木振興企画課奨励室長、特許庁より木村総務部総務課長をはじめ来賓多数の参列

を得て挙行した。 

・「小学校・中学校の部」 

  ○特別賞  11点   ○優秀賞  50点   ○奨励賞  70点 

・「幼稚園・保育園の部」 

  ○特別賞    1点   ○優秀賞    5点   ○奨励賞  40点 

・「外国人学校の部」 

  ○特別賞    1点   ○優秀賞    5点   ○奨励賞  10点 
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（3）未来の科学の夢絵画展 ネット美術館 

   「未来の科学の夢絵画展」の受賞作品アーカイブ及び各国の公益機関等から推薦を受けた青少

年の絵画作品をネット美術館に掲載し、本絵画展等の成果を広く発信した。    

 

（4）少年少女発明クラブ事業 

① 少年少女発明クラブ 

次の世代を担う人材を育成するため、平成 29 年度は、全国 212 ヶ所の発明クラブ（約

9,200名のクラブ員、約 2,800名の指導員）において創造性を育成する活動を行った。 

② 第 81回少年少女発明クラブ全国会議 

少年少女発明クラブの指導・運営に携わる関係者を対象に、効果的な指導方法に関す

る情報交換等を目的とした全国会議を東京都で開催した。 

・開催日：平成 29年 9月 1日（金） 

・会 場：発明会館ホール（全国会議） 

・出席者：全国各発明クラブ会長、企画運営委員、指導員、地域協会担当者等 133名 

③ 第 82回少年少女発明クラブ全国会議 

少年少女発明クラブの指導・運営に携わる関係者を対象に、青少年の創造性開発育成

に関する諸課題について研究・討議する全国会議を開催した。 

・開催日：平成 30年 2月 26日（月） 

・会 場：発明会館ホール  

・出席者：全国各発明クラブ会長、企画運営委員、指導員、地域協会担当者等 133名 

④ 少年少女発明クラブ指導員表彰 

少年少女発明クラブにおける指導活動に多年従事し、青少年の創造性開発育成に関し特に

功績のあった指導員 52 名（30 クラブ）を、第 82 回少年少女発明クラブ全国会議において表彰

した。 

⑤ 少年少女発明クラブ指導員研修会 

少年少女発明クラブ指導員の資質の向上と情報交換を図るため、ブロック別研修会（5

ブロック）及び都道府県別研修会（11箇所）を開催した。 

⑥ 少年少女発明クラブニュースの発行 

少年少女発明クラブにおける創意工夫活動の成果、各種イベントの告知・報告等を掲

載した「少年少女発明クラブニュース」を隔月（計 6 回）で発行し、全国の少年少女発

明クラブ、地域協会、地方自治体、科学館等を通じて広く一般に配布した。 

  ⑦「はつめいキッズ」ホームページの運営 

   青少年の創造性開発育成活動の成果普及を図ることを目的に、少年少女発明クラブを

はじめとした本事業全般を紹介するホームページ「はつめいキッズ」を運営した。 

＊本事業の①、②、⑤、⑥、⑦については、（公財）JKA 補助事業の一部として実施し

た。 

 

- 9 -



 

 
 

（5）地域活性化アイデア創作活動の実施 

平成 29 年度は、岩手県宮古市の知名度向上を図ることを目的に、宮古市少年少女発明ク

ラブ員が地元の観光地や名産等を紹介する案内掲示板と立体ガイドブックを製作し、9 月

30日（土）から 10月 1日（日）にかけて開催された宮古市産業まつりで発表した。 

＊本事業は、（公財）JKA補助事業の一部として実施した。 

 

（6）第 8回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト 

主催   発明協会 

後援   文部科学省、経済産業省、特許庁、日本弁理士会、NHK、読売新聞社、 

東京工業大学、全国連合小学校長会、全日本中学校長会 

特別協賛 荏原製作所 

平成 29 年度は全国 78 地域で地区大会を開催し、664 チームが参加した。その結果を踏

まえ、平成 29年 9 月 29 日（金）にコンテスト委員会を開催し、全国大会に出場する 60チ

ームを選考した。 

全国大会は、平成 29 年 11 月 25 日（土）東京工業大学屋内運動場（東京都目黒区）にお

いて開催し、各チームの「からくりパフォーマンスカー」による競技終了後、特別賞（文

部科学大臣賞・特許庁長官賞）ほか各賞を選考し、関係省庁、関係団体等の参列を得て表

彰式を挙行した。 

・第 8回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト入賞チーム 

○特別賞 2チーム   ○優秀賞 9チーム 

＊本事業は、（公財）JKA補助事業の一部として実施した。 

（7）第 61回東京都児童生徒発明くふう展 

東京都からの受託事業として、第 61 回東京都児童生徒発明くふう展を開催した。展覧会

は東京国際フォーラム・ロビーギャラリー（東京都千代田区）において平成 29 年 12 月 7

日（木）から 9 日（土）にかけて開催し、特別賞 12 点、優秀賞 22 点、入選 56 点の計 90

点を展示した。 

表彰式は、平成 29 年 12 月 9 日（土）に同ホールにて開催し、上記の特別賞及び優秀賞

受賞者並びに学校賞受賞校 5校を表彰した。 
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（8）青少年創造性開発育成海外交流 

①世界青少年発明工夫展 2017 

主催   発明協会 

共催   愛知県、名古屋市、愛知県発明協会 

後援   文部科学省、特許庁、世界知的所有権機関日本事務所、 

中部経済産業局、中日新聞社 

世界各国の青少年が創作した発明作品の展示・コンテスト等を通じて、創造性と国際

感覚を養うことを目的とした「世界青少年発明工夫展 2017」を平成 29 年 7 月 27 日

（木）から 7 月 29 日（土）にかけて開催した。日本からは第 74・75 回全日本学生児童

発明くふう展、第 6・7 回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト及び第 38・39 回未来

の科学の夢絵画展において優秀な成績を収めた青少年並びに当協会役職員計 26 名からな

る「青少年創造性開発育成海外交流派遣団」が参加した。同展には 15 ヶ国・地域から

246人の生徒等が参加し計 159作品が出品され、3日間の来場者数は 32,061名※にのぼっ

た。 

※「愛知の発明の日」記念講演会、ロボカップ 2017名古屋世界大会等との同時開催。 

②2017発明奨励国際フォーラム 

発明奨励団体間の国際的連携の促進を目的に、平成 29 年 7 月 26 日（水）に、愛知県

名古屋市で開催された 2017発明奨励国際フォーラム(International Forum for Invention 

Promotion：IFIP) に当協会役員を派遣した（参加：11ヶ国・地域）。 

＊本事業は、（公財）JKA補助事業の一部として実施した。 

（9）発明の日及び科学技術週間協賛事業 

発明の日（平成 29年 4月 18 日）及び科学技術週間（平成 29 年 4月 17 日～23 日）協賛

事業として、当協会、地域協会及び全国の少年少女発明クラブにおいて公開発明教室、発

明クラブ作品展、無料発明相談会等各種の協賛事業を行った。 

（10）青少年創造性開発育成委員会 

創造性開発育成事業の拡充・強化等について審議を行うため、「第 37 回青少年創造性開

発育成委員会」を平成 30年 3月 9日（金）に発明会館会議室において開催した。 

（11）青少年創造性開発育成事業へのご協賛 

当協会が行う青少年創造性開発育成事業について、広く産業界からの事業協賛を募り同

事業の更なる充実を図った。 

平成 29年度においては、以下の協賛を得た。 

 ・ゴールドスポンサー 12社・団体 

 ・シルバースポンサー   9社 

 ・ブロンズスポンサー 20社 

 ・寄附          5社 
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11．知的財産権制度普及等事業 

国際知的財産保護フォーラム 

国際知的財産保護フォーラム（IIPPF）の活動に企画委員として参画するとともに、平成

29 年 7 月 15（土）に東京都中央区教育センターにおいて「出張 IP カルチャー教室」及び

「真正品、模倣品・海賊版の展示」を実施した。また、平成 29 年 9 月 16 日（土）に東京

都中央区教育センターにおいて、平成 30 年 3 月 28 日（水）から 31 日（土）に第 76 回全

日本学生児童発明くふう展会場において、それぞれ「真正品、模倣品・海賊版の展示」を

実施した。 

 

12．地域機関との相互連携 

発明協会会長等懇談会（8地方ブロック） 

全国で開催される地方発明表彰式にあわせ、平成 29 年 10 月下旬から 11 月中旬にかけて

地域協会会長等との懇談会を開催し意見交換を行った。 

懇談会は、北海道地方・10 月 26 日（木）、東北地方・11 月 16 日（木）、関東地方・11

月 2 日（木）、中部地方・11 月 22 日（水）、近畿地方・11 月 22 日（水）、中国地方・10 月

27 日（金）、四国地方・11 月 14 日（火）、九州地方・11 月 10 日（金）の日程で開催した。 

 

13．関係省庁への協力 

（1）文部科学省表彰関係事業への協力 

科学技術の振興と発明の普及に寄与するため、叙勲、褒章及び科学技術分野の文部科学

大臣表彰科学技術賞（開発部門、技術部門等）の表彰対象者の調査並びに推薦を行った。 

（2）特許庁知財功労賞への協力 

経済産業省･特許庁が実施した「知的財産権制度関係功労者表彰」及び「知的財産権制度

活用優良企業等表彰」の表彰対象者等の調査並びに推薦を行った。 

 

14．東京発明推進協議会の活動 

平成 30 年 1 月 16 日（火）に新年賀詞交歓会を開催し、会員、来賓等との交流を図った。 

 

15．国際交流の推進 

   中国発明協会（CAI）及び韓国発明振興協会（KIPA）との更なる協力体制の強化を図るため、 

平成 29 年 11 月 22 日（水）に中国仏山市において開催された三カ国会合に発明推進協会ととも

に参加し連携協定の調印式を行った。 

 

16．公益事業の広報活動 

当協会機関紙「月報はつめい」を会員ほか広く一般に配付するとともにホームページに

おいて広報活動に努めた。 
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Ⅰ－Ⅱ．事業報告書の附属明細書 

 

 

 

平成 29 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第

34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しない

ので作成しない。 

 

 

 

 

平成 30年 5月 

公益社団法人 発明協会 
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当年度 前年度 増　減

　１．流 動 資 産

現 金 及 び 預 金 51,379,390 55,998,190 △ 4,618,800

未 収 入 金 30,968,787 21,872,411 9,096,376

預 け 金 1,396,514 2,074,061 △ 677,547

前 払 費 用 1,062,153 1,062,153 0

流　動　資　産　合　計 84,806,844 81,006,815 3,800,029

　２．固 定 資 産

世 界 展 開 催 事 業 積 立 資 産 0 22,000,000 △ 22,000,000

青 少 年 創 造 特 定 資 産 6,000,000 6,000,000 0

退 職 給 付 引 当 資 産 8,250,000 3,750,000 4,500,000

特　定　資　産　合　計 14,250,000 31,750,000 △ 17,500,000

その他固定資産合計 0 0 0

固　定　資　産　合　計 14,250,000 31,750,000 △ 17,500,000

99,056,844 112,756,815 △ 13,699,971

　１．流 動 負 債

買 掛 金 11,126,032 11,861,024 △ 734,992

未 払 金 57,428,611 51,470,389 5,958,222

前 受 金 7,270,000 11,130,000 △ 3,860,000

預 り 金 927,214 790,265 136,949

流　動　負　債　合　計 76,751,857 75,251,678 1,500,179

　２．固 定 負 債

退 職 給 付 引 当 金 8,250,000 3,750,000 4,500,000

固　定　負　債　合　計 8,250,000 3,750,000 4,500,000

85,001,857 79,001,678 6,000,179

　１．指定正味財産 0 0 0

寄 付 金 0 0 0

（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

　２．一般正味財産 14,054,987 33,755,137 △ 19,700,150

（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） （ 6,000,000 ） （ 28,000,000 ） （ △ 22,000,000 ）

14,054,987 33,755,137 △ 19,700,150

99,056,844 112,756,815 △ 13,699,971

（単位：円）

　貸　借　対　照　表　
平成３０年３月３１日現在

科　　目

Ⅰ資産の部

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

Ⅱ負債の部

Ⅲ正味財産の部

　（2）　その他固定資産

正 味 財 産 合 計

資 産 合 計

負 債 合 計

　（1）　特定資産
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(単位：円)

当　年　度 前　年　度 増     減

Ⅰ 一 般 正 味 財 産 増 減 の部

〔1〕 経 常 増 減 の 部

１．

(1) 50,000 50,000 0

(2) 31,580,000 32,390,000 △ 810,000

(3) 35,382,007 3,361,851 32,020,156

① ( 35,382,007 ) ( 3,361,851 ) ( 32,020,156 )

(4) 30,909,547 21,391,276 9,518,271

① ( 30,909,547 ) ( 21,391,276 ) ( 9,518,271 )

(5) 257,652,816 253,595,777 4,057,039

① ( 19,520,000 ) ( 22,130,000 ) ( △ 2,610,000 )

② ( 39,814,816 ) ( 40,277,777 ) ( △ 462,961 )

③ ( 28,050,000 ) ( 20,920,000 ) ( 7,130,000 )

④ ( 170,268,000 ) ( 170,268,000 ) ( 0 )

(6) 246,674 180,657 66,017

① ( 246,128 ) ( 179,889 ) ( 66,239 )

② ( 546 ) ( 768 ) ( △ 222 )

(7) 0 18,000,000 △ 18,000,000

355,821,044 328,969,561 26,851,483

2. 経 常 費 用

(1) 331,166,118 292,245,936 38,920,182

① ( 209,908,631 ) ( 160,185,911 ) ( 49,722,720 )

② ( 98,121,251 ) ( 109,880,027 ) ( △ 11,758,776 )

③ ( 23,136,236 ) ( 22,179,998 ) ( 956,238 )

(2) 44,355,076 44,738,330 △ 383,254

① ( 8,149,591 ) ( 18,005,573 ) ( △ 9,855,982 )

② ( 36,205,485 ) ( 26,732,757 ) ( 9,472,728 )

375,521,194 336,984,266 38,536,928

当 期 経 常 増 減 額 △ 19,700,150 △ 8,014,705 △ 11,685,445
〔2〕 経 常 外 増 減 の 部

(1) 0 0 0

(2) 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0

△ 19,700,150 △ 8,014,705 △ 11,685,445

33,755,137 41,769,842 △ 8,014,705

14,054,987 33,755,137 △ 19,700,150

Ⅱ 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

(1) 28,050,000 20,290,000 7,760,000

① 資 金 寄 付 28,050,000 ( 20,290,000 ) ( 7,760,000 )

(2) △ 28,050,000 △ 20,290,000 △ 7,760,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 14,054,987 33,755,137 △ 19,700,150

経 常 収 益 計

退 職 給 付 引 当 金 等 取 崩 額

人 件 費

受 取 会 費

　正 味 財 産 増 減 計 算 書　
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

科            目

経 常 収 益

御 下 賜 金

雑 収 益

受 取 寄 付 金 ・ 受 取 協 賛 金 等

資 金 寄 付 収 益

資 金 寄 付 振 替 額

特 定 寄 付 収 益

事 業 収 益

発 明 奨 励 振 興 事 業 収 益

受 取 補 助 金 等

Ｊ Ｋ Ａ 補 助 金

協 賛 金 収 益

雑 収 益

受 取 利 息

管 理 費

事 業 事 務 費

事 業 費

発 明 奨 励 振 興 事 業 費

事 業 人 件 費

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

事 務 費

経 常 費 用 計

経 常 外 収 益

経 常 外 費 用

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

受 取 寄 付 金

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額
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(単位：円）

公１
発明奨励等

小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

[１]経常増減の部

１．経常収益

（1）御下賜金 50,000 50,000 0 50,000
（2）受取会費 15,790,000 15,790,000 15,790,000 31,580,000
（3）事業収益 35,382,007 35,382,007 0 35,382,007

①発明奨励等事業収益 （ 35,382,007 ） （ 35,382,007 ） （ ） （ 35,382,007 ）

（4）受取補助金等 30,909,547 30,909,547 0 30,909,547
①JKA補助金 （ 30,909,547 ） （ 30,909,547 ） （ ） （ 30,909,547 ）

（5）受取寄付金・受取協賛金等 227,034,564 227,034,564 30,618,252 257,652,816
①資金寄付収益 （ 16,370,864 ） （ 16,370,864 ） （ 3,149,136 ） （ 19,520,000 ）

②協賛金収益 （ 39,814,816 ） （ 39,814,816 ） （ 0 ） （ 39,814,816 ）

③資金寄付振替額 （ 28,050,000 ） （ 28,050,000 ） （ 0 ） （ 28,050,000 ）

④特定寄付収益 （ 142,798,884 ） （ 142,798,884 ） （ 27,469,116 ） （ 170,268,000 ）

（6）雑収益 0 0 246,674 246,674
①雑収益 （ 0 ） （ 0 ） （ 246,128 ） （ 246,128 ）

②受取利息 （ 0 ） （ 0 ） （ 546 ） （ 546 ）

経常収益計 309,166,118 309,166,118 46,654,926 355,821,044
２．経常費用

（1）事業費 331,166,118 331,166,118 0 331,166,118
①発明奨励等事業費 （ 209,908,631 ） （ 209,908,631 ） （ 0 ） （ 209,908,631 ）

②事業人件費 （ 98,121,251 ） （ 98,121,251 ） （ 0 ） （ 98,121,251 ）

③事業事務費 （ 23,136,236 ） （ 23,136,236 ） （ 0 ） （ 23,136,236 ）

（2）管理費 0 0 44,355,076 44,355,076
①人件費 （ ） （ 0 ） （ 8,149,591 ） （ 8,149,591 ）

②事務費 （ ） （ 0 ） （ 36,205,485 ） （ 36,205,485 ）

経常費用計 331,166,118 331,166,118 44,355,076 375,521,194
　　　当期経常増減額 △ 22,000,000 △ 22,000,000 2,299,850 △ 19,700,150

[２]経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0
（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0 0
　　　他会計振替高 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 22,000,000 △ 22,000,000 2,299,850 △ 19,700,150
一般正味財産期首残高 22,000,000 22,000,000 11,755,137 33,755,137
一般正味財産期末残高 0 0 14,054,987 14,054,987

Ⅱ　指定正味財産増減の部

（１）受取寄付金 28,050,000 28,050,000 0 28,050,000
①資金寄付 （ 28,050,000 ） （ 28,050,000 ） （ 0 ） （ 28,050,000 ）

（２）一般正味財産への振替額 △ 28,050,000 △ 28,050,000 0 △ 28,050,000
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 14,054,987 14,054,987

  正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表  

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

科     目
公益目的事業会計

法人会計 合計内部取引
消去
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１． 継続事業の前提に関する注記
 継続事業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況は存在しない。

２． 重要な会計方針

（1）引当金の計上基準

退職給付引当金：役員退職手当金については、役員の退職手当金支給に備えるため、規則に基づく期末要支給額を計上
　　　　　　　　　　　　　

（2）消費税等の会計処理
　 税抜方式によっている。

３． 特定資産の増減額及びその残高
特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

特定資産
　世界展開催事業積立資産
　青少年創造特定資産
　退職給付引当資産

４． 特定資産の財源等の内訳
特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

特定資産
　世界展開催事業積立資産 （ ） （ ） （ ）
　青少年創造特定資産 （ ） （ ） （ ）
　退職給付引当資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

５． 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

補助金

６． 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

22,000,000

（うち指定正味財産
からの充当額）

14,250,000

0 ―

　（うち負債に対応
する額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

―

22,000,000 0 22,000,000 0

03,750,000

―

6,000,000 0 0 6,000,000

4,500,000

6,000,000 6,000,000
0

前期末残高

31,750,000

30,909,547

30,909,547

8,250,000

8,250,000

― 8,250,000

貸借対照表上の
記載区分

　内　　　容 金額

交付者 当期増加額

　平成29年度公益事業振興補助事業 公益財団法人ＪＫＡ 30,909,547

合　　　　　　計 30,909,5470

当期減少額補助金等の名称

0

当期末残高

0

0

6,000,000合　　　計 14,250,000 0

合　　　　　　計 28,050,000

　資金寄付振替額 28,050,000

8,250,000

4,500,000

―

当期末残高

―

　財　務　諸　表　に　対　す　る　注　記　

（単位：円）

科　　　　　目

（単位：円）
当期末残高当期減少額

合　　　計

前期末残高 当期増加額科　　　　　目
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１． 特定資産の明細

財務諸表に対する注記に記載のとおりである。

２． 引当金の明細

　退職給付引当金

　附　　属　　明　　細　　書 

3,750,000

期首残高 当期増加額

当　期　減　少　額
期末残高科　　　　　目

4,500,000

（単位：円）

0 0 8,250,000

目的使用 その他
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）

現 金 手元保管 運転資金として 933,598

預 金 当座預金（三井住友銀行本店営業部） 運転資金として 19,670,900

普通預金（三井住友銀行本店営業部） 運転資金として 24,441,734

普通預金（三井住友銀行本店営業部） 運転資金として 1,000,363

普通預金（りそな銀行東京営業部） 運転資金として 3,258,487

振替貯金（ゆうちょ銀行本店） 運転資金として 2,074,308

未 収 入 金 公益財団法人 ＪＫＡ他 公益目的事業に係る補助金他 30,968,787

預 け 金 小樽少年少女発明クラブ他 公益目的事業に係る運営事業費として 1,396,514

前 払 費 用 株式会社発明会館 借室料として 1,062,153

流　動　資　産　合　計 84,806,844

（固定資産）

　　特定資産

青 少 年 創 造 特 定 資 産 当座預金（三井住友銀行本店営業部） 青少年創造性育成開発 6,000,000

退 職 給 付 引 当 資 産 当座預金（三井住友銀行本店営業部） 退職給付引当金見合の引当資産 8,250,000

特　定　資　産　合　計 14,250,000

その他固定資産合計 0

固　定　資　産　合　計 14,250,000

99,056,844

（流動負債）

買 掛 金 株式会社アドヴァンス企画他 公益目的事業に係る展示設営費他 11,126,032

未 払 金 一般社団法人発明推進協会他 公益目的事業に係る出向料他 57,428,611

前 受 金 会員 公益目的事業に係る会費 7,270,000

預 り 金 芝税務署他 公益目的事業に係る所得税他 927,214

流　動　負　債　合　計 76,751,857

（固定負債）

退職給付引当金 役員に対するもの 退職金の支払いに備えるもの 8,250,000

固　定　負　債　合　計 8,250,000

85,001,857

14,054,987

　財　　産　　目　　録　

平成３０年３月３１日現在

正 味 財 産

貸借対照表科目

負 債 合 計

　　その他固定資産

資 産 合 計
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(単位：円)

予　算　額 決　算　額 増     減

Ⅰ 一 般 正 味 財 産 増 減 の部

〔1〕 経 常 増 減 の 部

１．

(1) 50,000 50,000 0

(2) 32,170,000 31,580,000 590,000

(3) 41,755,000 35,382,007 6,372,993

① ( 41,755,000 ) ( 35,382,007 ) ( 6,372,993 )

(4) 22,845,000 30,909,547 △ 8,064,547

① ( 22,845,000 ) ( 30,909,547 ) ( △ 8,064,547 )

(5) 262,268,000 257,652,816 4,615,184

① ( 15,000,000 ) ( 19,520,000 ) ( △ 4,520,000 )

② ( 50,000,000 ) ( 39,814,816 ) ( 10,185,184 )

③ ( 20,000,000 ) ( 28,050,000 ) ( △ 8,050,000 )

④ ( 177,268,000 ) ( 170,268,000 ) ( 7,000,000 )

(6) 100,000 246,674 △ 146,674

① ( 100,000 ) ( 246,128 ) ( △ 146,128 )

② ( 0 ) ( 546 ) ( △ 546 )

359,188,000 355,821,044 3,366,956

2. 経 常 費 用 0

(1) 351,896,000 331,166,118 20,729,882

① ( 226,698,000 ) ( 209,908,631 ) ( 16,789,369 )

② ( 99,426,000 ) ( 98,121,251 ) ( 1,304,749 )

③ ( 25,772,000 ) ( 23,136,236 ) ( 2,635,764 )

(2) 31,401,000 44,355,076 △ 12,954,076

① ( 7,368,000 ) ( 8,149,591 ) ( △ 781,591 )

② ( 24,033,000 ) ( 36,205,485 ) ( △ 12,172,485 )

383,297,000 375,521,194 7,775,806

当 期 経 常 増 減 額 △ 24,109,000 △ 19,700,150 △ 4,408,850
〔2〕 経 常 外 増 減 の 部

(1) 0 0 0

(2) 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 0

△ 24,109,000 △ 19,700,150 △ 4,408,850

33,755,137 33,755,137 0

9,646,137 14,054,987 △ 4,408,850

Ⅱ 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

(1) 20,000,000 28,050,000 △ 8,050,000

① 資 金 寄 付 20,000,000 ( 28,050,000 ) ( △ 8,050,000 )

(2) △ 20,000,000 △ 28,050,000 8,050,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 9,646,137 14,054,987 △ 4,408,850

受 取 会 費

事 業 収 益

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

経 常 収 益

御 下 賜 金

科            目

 収    支    計    算    書 

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

発 明 奨 励 振 興 事 業 収 益

受 取 補 助 金 等

Ｊ Ｋ Ａ 補 助 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

事 業 費

発 明 奨 励 振 興 事 業 費

事 業 人 件 費

受 取 寄 付 金 ・ 受 取 協 賛 金 等

資 金 寄 付 収 益

資 金 寄 付 振 替 額

特 定 寄 付 収 益

事 業 事 務 費

管 理 費

経 常 外 収 益

経 常 外 費 用

人 件 費

事 務 費

経 常 費 用 計

協 賛 金 収 益

雑 収 益

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

受 取 利 息

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

受 取 寄 付 金

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額
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（説明資料）

(単位：円)

№ 予　算　額 決　算　額 増          減

Ⅰ 事 業 活 動 収 支 の 部

１．

1 (1) 50,000 50,000 0

2 (2) 32,170,000 31,580,000 590,000

3 (3) 41,755,000 35,382,007 6,372,993

4 ① ( 41,755,000 ) ( 35,382,007 ) ( 6,372,993 )

5 (4) 22,845,000 30,909,547 △ 8,064,547

6 ① ( 22,845,000 ) ( 30,909,547 ) ( △ 8,064,547 )

7 (5) 262,268,000 257,652,816 4,615,184

8 ① ( 35,000,000 ) ( 47,570,000 ) ( △ 12,570,000 )

9 ② ( 50,000,000 ) ( 39,814,816 ) ( 10,185,184 )

10 ③ ( 177,268,000 ) ( 170,268,000 ) ( 7,000,000 )

11 (6) 100,000 246,674 △ 146,674

12 ① ( 100,000 ) ( 246,128 ) ( △ 146,128 )

13 ② ( 0 ) ( 546 ) ( △ 546 )

14 359,188,000 355,821,044 3,366,956

2. 　事  業  活  動  支  出

15 (1) 348,336,000 327,741,618 20,594,382

16 ① ( 226,698,000 ) ( 209,908,631 ) ( 16,789,369 )

17 ② ( 99,426,000 ) ( 98,121,251 ) ( 1,304,749 )

18 ③ ( 22,212,000 ) ( 19,711,736 ) ( 2,500,264 )

19 (2) 30,461,000 43,279,576 △ 12,818,576

20 ① ( 7,368,000 ) ( 8,149,591 ) ( △ 781,591 )

21 ② ( 23,093,000 ) ( 35,129,985 ) ( △ 12,036,985 )

22 378,797,000 371,021,194 7,775,806

23 △ 19,609,000 △ 15,200,150 △ 4,408,850

Ⅱ 投 資 活 動 収 支 の 部

1. 投　資　活　動　収　入

24 (1) 20,000,000 22,000,000 △ 2,000,000

25 20,000,000 22,000,000 △ 2,000,000

2. 投　資　活　動　支　出

26 (1) 4,500,000 4,500,000 0

27 4,500,000 4,500,000 0

28 15,500,000 17,500,000 △ 2,000,000

29 △ 4,109,000 2,299,850 △ 6,408,850

30 5,755,137 5,755,137 0

31 1,646,137 8,054,987 △ 6,408,850

事 業 活 動 収 入 計

事 業 費 支 出

御 下 賜 金

会 費 収 入

発 明 奨 励 振 興 事 業 収 入

寄 付 金 ・ 協 賛 金 収 入

雑 収 入

補 助 金 等 収 入

Ｊ Ｋ Ａ 補 助 金 収 入

資 金 寄 付 収 入

特 定 寄 付 収 入

　収     支     計     算     書　( 資金ベース ) 
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

科            目

　事　業　活　動　収　入

事 業 収 入

協 賛 金 収 入

雑 収 入

受 取 利 息

前　期　繰　越　収　支　差　額

次　期　繰　越　収　支　差　額

発 明 奨 励 振 興 事 業 支 出

事 業 人 件 費

事 業 事 務 費

管 理 費 支 出

人 件 費

事 務 費

事 業 活 動 支 出 計

事　業　活　動　収　支　差　額

特 定 資 産 支 出

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出 計

投　資　活　動　収　支　差　額

当　期　収　支　差　額

特 定 資 産 取 崩 収 入
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以上の通り相違ありません。

野 間 口 有

　平成２９年度事業報告書及び財務諸表について監査した結果、いずれも適正かつ

適法であることを認めます。

梶 原 德 二

安 井 義 博

平成３０年５月１６日

公益社団法人   発　 明　 協　 会

会　長

平成３０年５月１６日

監査役

監査役
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